
第 209 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和５年２月 20 日（月） 

 

２ 開催日時        令和５年３月 17 日（金） 14 時 00 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（13 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、石井正門、葛西澄人、神田義信、塚田政直 

内田千秋、菊池弘之、本間勉、若杉玉二、脇坂三重城、高橋千洋 

新潟県農林水産部水産課 

吉田係長（調整係）、内田主査（調整係）、上村技師（資源対策係） 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

米山書記長、渡邉主査、高野主事 

 

 ５ 議 題 

（１）くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管理漁獲可能量の当初配分 
について（諮問） 

（２）令和５年知事許可漁業許可方針について 
①令和５年知事許可漁業の許可の制限措置について（諮問） 
②令和５年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について 
（諮問） 

    ③令和５年知事許可漁業許可方針の改正について（協議） 
（３）共同、定置、区画漁業の海区漁場計画について 

①共同、定置、区画漁業の海区漁場計画について（諮問） 
②公聴会の開催日時について（協議） 

（４）河口付近におけるさけ及びますの採捕規制に係る委員会指示について 

（指示） 

（５）新潟海区における遊漁のまき餌釣りに係る委員会指示について（指示） 

（６）新潟海区漁業調整委員会個人情報の保護に関する事務取扱要綱の制定に 
ついて（協議） 

 （７）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 
 （８）その他 



６ 会議の顛末 

（14：00） 
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・定刻となりましたので、ただいまより第２０９回新潟海区漁業調

整委員会を開催します。 

・はじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、13 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程

第６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２０９回新潟海区漁業調整委員会を開会します。 

・それでは、議事に入る前に私の方から議事録署名人を指名させて

いただいてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、神田委員、塚田委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管 

理漁獲可能量の当初配分について」知事からの諮問事項です。県か

ら諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問はありませんでしょうか。 
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・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととし

てよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えない旨、

知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「令和５年知事許可漁業許可方針について」知事か

らの諮問事項が２つ、協議事項が１つあります。まず、県から諮問

をお願いします。 

 

・漁業許可に係る諮問事項について、一括上程させていただきます。 

［諮問文①～②を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、議題（２）について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・えびかご漁業について、漁業時期の記載が、「５月１日から５月 31 

日まで及び９月１日から翌年４月 30 日」となっていますが、「９

月１日から５月 31 日」と改めてはどうでしょうか。 

 

・現状５月１日から許可しているのでこのような記載になってお 

ります。 

 

・えびかご漁業等については、IQ 管理を行っているところで、漁 

獲量の経年的な変化や統計的な観点から鑑みると、表現はやや難

しくはなりますが、現状の記載のままにしていただきたいと考え

ております。 
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・もう一点、板びき網漁業についてですが、許可方針の馬力数の制

限が漁船法上の馬力数の制限より低かかったですよね？ 

 

・そのようになっております。 

 

・しっかりと制限を守って操業をしている船がこういった制限をう 

けて、過大船がより大きな馬力数で操業している。船自体が大き

くても、小さい馬力数でできるのであれば、過大船に対する馬力

数の制限を低くしてはどうか。あるいは、過大船以外の制限をし

っかりと守っている船の馬力数に対する制限を緩和し、競争力を

上げてあげるのがよいのではないか。両者を比べた時、同じよう

に操業しても勝てるわけがない。こういった状況を是正するため

にも過大船以外の船に対する馬力数の制限の規制緩和などの措

置を取った方がよいのではないでしょうか。 

 

・委員のおっしゃるとおり、現在、板びき網漁業者から規制緩和の 

要望が来ているところです。他の漁業と調整ができれば、規制緩

和にむけ動いていけるかと思います。また、過大船及び過馬力船

については、ペナルティとして、漁業時期に規制がかかっており

ます。 

 

・漁業時期の規制ですが、漁獲圧について計算すると、数パーセン

トの効果しかなく、ほとんど意味がないといえる。漁獲圧の効果

で釣り合いをとるなら、４か月から半年ほど漁業時期に規制をか

ける必要がある。漁業時期に規制をかけるならば、規制を緩和し

てあげる方がよいのではないかと考えています。 

 

・板びき網の過大船及び過馬力船については、違反が発覚し、他の 

板びき網漁業者と協議したうえで、それを特例的に認める形で許

可の制限措置を緩めた経緯があり、正常化に向けて動いていると

ころです。委員のおっしゃるとおり、制限を守って操業してきた船

について、規制を緩和することも視野に入れております。資源管理

の観点からみると、資源量がたくさんあって、どんどん獲るという

時代ではなくなってきております。しかし、漁業者も少なくなって

きており、規制緩和については、漁業者間での調整の必要もあるの

で、また協議を進めていく中で委員の皆様には、御相談させていた
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だきたいと思います。 

  

・板びきの過大船については、私が代表を務める新潟漁協の漁業者

が多いですが、将来の漁業経営も考えると規制緩和というのもあ

り得るのかなと考えております。 

 規制緩和については、内部調整があり、またほかの地域の漁業者に

も理解いただかなければならないので、引き続きよろしくお願い

したいと思います。 

 

・他に意見等ございますか。 

 

・板びき網漁業の漁獲物管理の対象魚種は何になるでしょうか。 

 

・底を引っ張る漁業なので、TAC 魚種ですとずわいがにが対象となっ

ていますが、新潟海区の所管する海域では、あまり漁獲されていま

せん。 

 

・漁業者の資源を守る会では、漁具の網目制限や魚のサイズ制限等

を設けて、自主的に資源管理を行っています。 

 

・今ほど、本間委員からも発言がありましたが、漁業者が自主的に網

目制限等を行っております。 

 合わせて、ひらめの体長制限についても、自主的管理ということで

漁業者自ら取り組んでおります。 

 

・ありがとうございます。新しい漁業法では、資源管理をしっかり 

できるならば、総トン数等の制限を緩和していくという方針があ

ります。同じように当てはめることは難しいかもしれませんが、規

制を緩和していく方向で進んでいくことができればと考えていま

す。 

 

・方向性としては、葛西委員がおっしゃったとおり、資源管理を行え

るものについては、総トン数などの制限を緩和していくという方

針です。一方、底びき網と板びき網で漁獲される魚種については、

多種多様なので管理することは難しいかもしれません。ですが、漁

業法の考え方と県の考え方の方向性は一致しております。 
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・これまでの緩和の実例としましては、佐渡の赤泊で資源管理を取

り組んでいる漁業に対して、漁船の総トン数制限を緩和いたしま

した。 

 

・我々、資源を守る会ではいろいろ取り組んできました。その中で 

海の状況も変わってきている。板びき網漁業だけで生活できるか

と言われればそうではなく、釣りをやったりしている。その中で皆

さんがおっしゃったとおり、総トン数制限などを撤廃して、一隻で

いろいろできるような方向で県の方にも動いていただけたらなと

思います。 

 

・板びき網漁業者が苦労されている背景としては、主要な漁獲物で

あるひらめなどの魚価が相当落ち込んでいることがあげられま

す。キロ 2000 円であったものが、数百円にまで落ち込んでおりま

す。水産振興戦略の中でも販売戦略に力を入れていますけれども、

単価が上がるような努力も必要になってくるかと思います。また、

加工を含めた複合経営など様々なことを考えていかなければと思

慮しております。 

 

・それぞれの漁協でもいろいろ考えていかなければと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

・他に意見等は無いようですけれども、少し整理させてください。 

資料 11 ページについては、議題で示すところの協議の部分でよろ

しいでしょうか。 

 

・許可方針の中に制限措置と制限措置でない条件の部分がござい 

ます。制限措置を改正した部分については諮問、それと合わせて

制限措置であったものをその他の条件の部分に落とし込んだ部

分については協議という形になっております。この部分について

は、説明を分けるのが困難であるため、資料 11 については諮問

と協議の部分を合わせてあります。 

 

・諮問について委員会として答申し、それに基づいて許可方針を改

正し、それを委員会が承認するという認識でよろしいでしょう

か。 
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・諮問に基づいて、制限措置を変える答申を頂くとともに、それを

含めた許可方針全体の改正を議決いただければと思います。 

 

・わかりました。それでは、議題（２）については、他に意見等な

いようでしたら、諮問事項２件については、原案どおりとして差

し支えない旨答申してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（２）の諮問事項についても、原案どおりとして差し

支えない旨、知事へ答申することとします。 

・続きまして、知事許可漁業許可方針についても原案どおりとして

よろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、知事許可漁業許可方針についても原案どおりとして問

題ないことといたします。 

・続いて、議題（３）①「共同、定置、区画漁業の海区漁場計画につ

いて」県から諮問をお願いします。 

 

・［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、議題（３）①について説明をお願いします。 

 

［資料３①に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（３）①についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・新共第７号について、区域を拡大するとのことですが、計算する

と、板引き網漁業の操業区域である３マイルに入ってしまいそう

ですがいかがでしょう。 
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・３マイルの手前までの区域拡大となります。 

 

 

・３マイルは何キロメートルになりますか。 

 

・約 5.6 キロメートルになります。 

 

 

・ありがとうございます。他になにかありますでしょうか。 

 

・聖籠町・胎内等は洋上風力発電の適地として指定されたと聞い 

ております。この海区漁場計画や漁業権は、どのように関係して

くるのでしょうか。漁業者は利害関係人として関係してくるでし

ょうし、海区漁業調整委員会も何か関係してくるものがあれば伺

いたいです。 

それから、漁場計画上に関係地区という項目があるかと思いま

す。これは、漁業権を行使することができる組合員の居住地区と

いう認識でよいでしょうか。 

 

・まず、関係地区について回答いたしますが、この漁場計画に免許

申請する際に、関係漁業者の３分の２以上の同意を得ることが必

要になってきます。そのため、漁協組合員の居住している地区と

いうことになります。 

 洋上風力については、漁業権漁場については、もちろん漁業権者

と事業者に利害関係が生じてきます。海区漁業調整委員会がどの

ように関係してくるかといいますと、なにか裁定を行うなどの役

割はありません。ただし、洋上風力の漁場で紛争等が起きた場合

には、意見を申し述べる機会があるかもしれないと考えておりま

す。 

 

・洋上風力については、なにか進展等あれば会議で報告することも

よいと思うので検討をお願いします。 

・他になにかあればお願いいたします。 

 

・資料 22P 中にある新共第 20 号の「基点からの距離の微修正」と

はどれくらいの修正ですか。 
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・別添資料の 124P をご覧ください。今回基点の「き」の下線部を 

修正いたしました。この基点については、沖合に設けられたもの

で、通常であれば、手前の新共第 16、17、18、19 号と接する形で

なければならないところ、修正前は、そこに空白ができていまし

たため、修正いたしました。（図示にて説明） 

 

・他に意見等なければ私の方から聞きたいのですが、新共第 23 号

について、漁協合併の際も漁業権についてはあまり統合できず、

各地区で漁業権を管理してきましたけれども漁業権を統合した

とありました。かなり思い切ったことをしたという印象ですが、

これについて少し教えていただけますでしょうか。 

 

・漁業権の統合については、職員間や役員間で話し合って決定しま

した。自分たちの地区の地先の漁場では優先的に漁獲でき、これ

まで漁獲していた「なまこ」とか「たこ」等の漁業種類を統一す

るという形にしました。 

今後地先に漁業者がいなくなり、漁業権をいずれ統合しなければ

ならなくなる事態に備え、こういった形で統合させていただきま

した。 

 また、職員の業務負担の軽減の観点からも統合した方がよいと考

え、今回の統合に至りました。 

 

・懸念される事項として、漁業者の高齢化により漁獲しない漁業種

類がでてくることがあります。以前、本委員会で報告させていた

だきました、資源管理の状況等の報告でも漁場について、有効に

活用されなければならないとされています。そういった中で、操

業されていない漁業が出てきてしまうことを防ぐといった意味

でも、漁場区域を統一して、常に活用されている状態にしておく

のもよいと考えております。 

先ほど会長より、漁協合併の際に、漁業権を統合できなかったと

いうお話がありましたが、それぞれの漁場で各々のルールで操業

ができることから、漁協が合併しても、漁業権は統合しないで分

けた形で存続させたという背景がございます。なので、将来的に

相互に利用できるように漁業権を統合したいということであれ

ば、差し支えないと考えております。 
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・ありがとうございました。他に意見等は無いようでしたら、この

件につきましては、後日、公聴会を開催し、関係者の意見を踏まえ

たうえで、次回委員会で答申することとします。 

・続いて、議題（３）②「公聴会の開催日時について」事務局から説

明をお願いします。 

 

［資料３②に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（３）②についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・私の方から一点確認ですが、公聴会は、最低何時間以上等の要件は

決められているのでしょうか。 

 

・規程上そういったものはございません。 

 

・あと、公聴会後に第 210 回海区漁業調整委員会を開催するという

説明がありましたが、時間を早めることは可能ですか。 

 

・問題ございません。 

 

・公聴会であまり意見等がなかった場合、時間が余ってしまうこと

になるので、公聴会後すぐに委員会を開催してはどうでしょう

か。 

 

・委員会の日程については、招集文も作成途中であり、正式に決

定しておりませんので、また皆さんと調整させていただきたい

と思います。 

 

・わかりました。他に意見等は無いようでしたら、案のとおり公聴会

を開催することとしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、案のとおり公聴会を開催することとします。 

・続いて、議題（４）「河口付近におけるさけ及びますの採捕規制に

係る委員会指示について」事務局から説明をお願いします。 



高野主事 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

高野主事 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

高野主事 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問はありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととし

てよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、原案のとおり委員会指示を発動することとします。 

・続いて、議題（５）「新潟海区における遊漁のまき餌釣りに係る委

員会指示について」事務局から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問はありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととし

てよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、こちらの委員会指示についても原案のとおり委員会指

示を発動することとします。 

・続いて、議題（６）「新潟海区漁業調整委員会個人情報の保護に関

する事務取扱要綱の制定について」事務局から説明をお願いしま

す。 

 

［資料６に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題６について説明がありましたが、ご意見、ご質問は

ありませんでしょうか。 

 

・意見等無いようですので、議題（６）については、規程を廃止し、

新しく要綱について承認いたします。 



土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

事務局 

(渡邉) 

 

土屋会長 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

・続いて、議題（７）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更につ

いて」県から報告をお願いします。 

 

［資料７に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありませんで 

しょうか。 

 

・意見等無いようですので、議題（７）について終わります。 

・続いて、議題（８）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

・特にございません。 

 

 

・委員の皆様からなにかございますでしょうか。 

 

・先ほども遊漁の話がありましたが、我々漁業者とのトラブルが見

受けられます。漁業者があれこれ言うより、遊漁船業者の方々に団

体を組織していただき、その中でルールを決めていただくように、

調整していただけたらと思います。各団体の代表者を集めて、法令

に則った形で、話し合いができるように県のほうからも働きかけ

ていただけたらと思います。 

 

・磯谷委員のおっしゃるとおり、漁業と遊漁のトラブルは、絶えず 

あります。今般、遊漁船業の適正化に関する法律という遊漁船業者

に関する法律が改正される運びとなりました。その内容といたし

ましては、様々な法令に抵触した際の厳罰化等ですけれども、合わ

せて、県が遊漁者の協議会を組織できるという規定が新設されま

す。この法令の運用については、具体的なイメージはつかめていま

せんが、県に向けての説明会等を踏まえ、検討していきたいと思い

ます。このような動きの中で、磯谷委員がおっしゃったような遊漁

船業者の代表者に対して県からの働きかけや漁業者との話し合い

の場として、利用できるのではないかと考えております。 

 

・無いようでしたら、本日予定しておりました議題について審議を

終了しましたので、これにて第２０９回新潟海区漁業調整委員会



は、終了とさせて頂きます。 

 

終了：16:00 

 

 

 

 


